
さえぐさ まこと

氏 名 三枝 直（１８歳） 出 身 山梨県

期 別 第１３期甲種飛行予科練習生（昭和１８年１２月三重入隊）

特攻部隊 回天特別攻撃隊・金剛隊（伊５８潜水艦）

戦 没 日 昭和２０年（１９４５年）１月１２日

状 況 伊５８潜水艦に乗組み、大津島基地を出撃し、
グアム島アブラ港内の敵船団を攻撃戦死

軍人の生涯は
之れ死の修業
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